
合理的個人はなぜ投票するのか83

大
き

な
選

挙
に

お
い

て
は

、
自

分
の

一
票

に
よ

っ
て

選
挙

結
果

に
変

化
が

起
こ

る
こ

と
は

ほ
と

ん
ど

な
く

、
投

票
の

利
益

は
ゼ
ロ

に

近
い
が
、
投
票
の
コ
ス
ト
は
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
合
理
的
行
為
者
は
常
に
棄
権
す
る
と
い
う
帰
結
に
な
る
が
、
現
実
の
選
挙
で

は
投
票
に
参
加
す
る
人
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
こ
の
こ
と
は
「
無
投
票
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

現
実
の
多
く
の
人
々
は
、
投
票
へ
の
義
務
感
の
た
め
に
投
票
に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
モ
デ
ル
が
初
め
に
提
唱
さ
れ
た
が
、
こ
れ
で

は
、

選
挙

結
果

と
は

無
関

係
に

、
義

務
感

に
の

み
基

づ
い

て
人

々
は

投
票

し
て

い
る

こ
と

と
な

り
、

「
投

資
価

値
の

無
効

化
問

題
」

と
も

言
う
べ
き
新
た
な
問
題
が
起
き
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
個
人
的
意
志
決
定
の
モ
デ
ル
や
ゲ
ー
ム
理
論
的
モ
デ
ル
が
開
発
さ
れ
た
が
、
い

ず
れ
も
問
題
が
あ
り
、
再
び
個
人
の
意
志
決
定
に
つ
い
て
の
新
し
い
モ
デ
ル
が
い
く
つ
か
報
え
ら
れ
て
い
る
。
現
実
の
投
票
行
勘
に
適

用
で
き
る
モ
デ
ル
を
作
る
た
め
に
は
、
自
分
の
一
粟
が
選
蛎
結
果
弱
左
右
し
う
る
主
観
確
率
Ｐ
が
、
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
て
い
る
か

に
つ
い
て
の
考
慮
が
必
要
で
あ
る
。
本
舗
で
は
、
合
理
的
投
票
者
モ
デ
ル
の
発
展
の
流
れ
を
紹
介
し
、
そ
の
凹
趣
点
に
つ
い
て
検
討
を

一
打
。
？
◎ 合
理
的
個
人
は
な
ぜ
投
票
す
る
の
か

「
無
投
票
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
と
モ
デ
ル
の
発
展

［
キ
ー
ワ
ー
ド
］
合
理
的
選
択
理
論
投
票
参
加
　
無
投
票
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

社
会
学
研
究
第
六
十
二
号
東
北
社
会
学
研
究
会
一
九
九
五
年
七
月

村
瀬
洋
一






























